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 新NISAを通じた個人マネーの多くは海外資産へ流入しており、恒常的に円安圧力が生じている。
 個人の含み益が膨らむにつれて、ポジション解消を通じた円高圧力のエネルギーを蓄積している一方、つみ

たて投資枠が３割であることや貯蓄から投資の流れが続くことから、今後も円安圧力が継続する見通し。

出所：各種報道、投資信託協会、Bloomberg

りそな経済フラッシュ
（ 2 5年も続くN I S Aを通じた円安圧力）
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【2024年資金流入内訳】
国内外へ投資する投信も踏まえると、
海外資産への投資割合は更に高まる
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流入額:16兆円(前年比+89%)

純資産残高:246兆円(前年比+20%) 8月市場が荒れた際も
冷静に買いが入った
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【投信による海外株の取得金額とドル/円】
2024年は年間10兆円以上の海外株を買い越し

今後は…
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投信による
海外株の売り買い

2024/4の過去最大の介入額：5.9兆円を超える水準
（当時は１日で5.6円の円高進行）

円安圧力の

継続
含み益増加による利益確定や、新NISAを機

に投資を始めた個人の増加によるショック的な
局面での“投げ売り“を通じた、円高圧力のエネ
ルギーが貯まっていると言えよう。
しかしながら、資金流入の3割は「つみたて

投資枠」であることや、貯蓄→投資への流れが
続くと想定されることから、今後も円安圧力が
継続すると予想する。

年間10兆円以上


